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IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、T細胞やB細胞などの造血細胞および非造血細胞、ならびに様々な腫瘍細胞によって発現される免疫抑制受容体リガンドをコードしている。コードされているタンパク質は、免疫グロブリンV様ドメインおよびC様ドメインを有するI型膜貫通タンパク質である。このリガンドとその受容体との相互作用により、T細胞の活性化およびサイトカイン産生が阻害される。正常組織の感染または炎症の際に、この相互作用は免疫応答の恒常性を維持することで自己免疫を予防するために重要である。腫瘍微小環境では、この相互作用により細胞傷害性T細胞が不活性化され、腫瘍細胞に免疫逃避の機会が提供される。腫瘍細胞におけるこの遺伝子の発現は、大腸癌や腎細胞癌など、多くの種類のヒト悪性腫瘍の予後因子と考えられている。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD274 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD274 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD274 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

